
１．件名：東京電力福島第一原子力発電所の事故分析に関する面談 

２．日時：令和５年８月１０日（木）１６時００分～１７時３０分 

３．場所：原子力規制庁 ６階会議室 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 東京電力福島第一原子力発電所事故対策室 

佐藤上席特殊施設分析官、安部室長補佐（テレビ会議システムにて参加）、

岩野調整係長 

東京電力ホールディングス株式会社（テレビ会議システムにて参加） 

福島第一原子力発電所 

燃料デブリ取り出しプログラム部 試料輸送・建屋内調査ＰＪグループ 

マネージャー、他２名 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構 安全研究センター（テレビ会議 

システムにて参加） 

  安全研究・防災支援部門 規制・国際情報分析室 室長代理、他１名 

 

５．要旨 

○原子力規制庁（以下「規制庁」という。）及び国立研究開発法人日本原子力

研究開発機構 安全研究センター（以下「ＪＡＥＡ安全研究センター」とい

う。）は、福島第一原子力発電所（以下「１Ｆ」という。）の構造物等の表

面に付着している放射性物質をふき取った試料（スミアろ紙）を、ＪＡＥＡ

安全研究センターに輸送し、分析を行うことを検討している。当該試料の輸

送を行うにあたり、規制庁は、東京電力ホールディングス株式会社（以下「東

京電力」という。）に対して、１Ｆからの当該試料の搬出作業に協力するよ

う求めた。 

○これに対して、東京電力から了解した旨の返答があった。 

○その上で、規制庁、ＪＡＥＡ安全研究センター及び東京電力は、試料輸送の

作業工程、具体的なスケジュール等について確認した。 

 

６．資料 

なし 

以上 


